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あらまし：自己学習主体の研修においては，研修品質担保と習熟把握の観点から，研修チェック項目の策

定と項目対応した習熟確認の枠組みが必要である．そこで，本研究では，策定された各項目を moodle の

テスト内容に対応づけ，テスト結果に応じた未習熟箇所を多視点動画収集・同期再生システム上の動画教

材の時系列上にプロットする振り返り支援システムを提案する．研修生は，再生を通じて，複数の視点で

の習熟確認と今後の実習における内容の検討が行える． 
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1. はじめに 
研修生が受ける自己学習主体のスキル養成を目的

とした研修においては，研修品質を担保し，自己の

習熟度把握が可能な枠組みが重要である．短期間に

スキル獲得を必要とする新人研修をおいて，先輩の

スキルを継承する枠組みについては，まだ十分に整

備されていない．そこで本研究では，多視点動画収

集・同期再生システムを利用して，策定されている

研修のチェック項目と moodle のオンラインテスト

項目を対応付ける．そのテスト結果に応じた未習熟

箇所を多視点動画教材の時系列上にプロットする振

り返り支援システムを提案する．知識だけなく，自

主練習を通じたスキル獲得を含む自己学習において

振り返り学習の実現を目的とする． 

2. 自己主体の研修の支援 
2.1 従来と本研究の振り返り支援について 
これまで，e ラーニングを利用した動画教材を用

いて看護師の看護技術の習得を支援するシステム(3)

や，運転士の異常時対応能力向上プログラムの実用

化（4）などがある．看護支援システムは，OJT におい

て高い効果が期待できるが，自己学習を主としてい

ない．運転士の振り返り支援システムは，運転シナ

リオに対応した多視点動画を用いて，決められた視

点からの映像視聴支援を行っている．スキル獲得で

は多視点映像の教材は自己学習支援において必要不

可欠である．改善箇所を意識した特定視点からの映

像提供により，効果的な振り返りが期待できる． 

そこで，本研究では，特に多視点動画収集・同期

再生システムを活用し，自己学習における研修の習

熟度に応じた視点の動画等を提示する．例えば，研

修生の振り返りにとって未習熟な研修項目に対して

最も適した動画等の提示方法を検討する． 

2.2 未習熟箇所を埋める自己学習の流れ 
一般的なスキル養成の流れについて，スポーツの

パフォーマンス測定（以下：フィットネス測定）を

行う研修生を対象とした国立スポーツ科学センター

の測定者養成の場合，以下の流れに従う． 

(1) 測定研修会 

研修生は，研修マニュアル・資料を用いて研修内

容についての講義，実習形式の演習を受ける． 

(2) 自主練習（研修期間中：繰り返し） 

研修マニュアルを用いて自主練習を行う．用紙の

チェックシートで習熟度を確認しながら学習する． 

 

 

図 1 研修生の自己学習の流れ 
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(3) 習熟度チェック 

実際の測定の流れに沿って，実技の技量が判定さ

れる．口頭試問によって，知識の確認も行われる． 

ここで，習熟度チェックの結果と，次回の自主練

習によって改善されるべき箇所が対応していない場

合，その後の未習熟箇所が埋められない可能性があ

る．そこで本研究では，研修過程で手軽にチェック

テストが可能で，自己学習におけるテスト結果に応

じた動画提示による振り返り学習の流れを提案する． 

具体的に自己学習の流れの仕組みを説明する（図

1）．本研究では，予め実技試験として定められた動

画教材（多視点：A，B，C…）に対し，テスト項目，

改善時の注目点（対応経過時間・視点）等を対応さ

せる形で用意しておき，mooodle のテスト機能を用

いて，研修生の習熟度をシステムが把握する．未習

熟箇所については，それに対応した注目点の動画と

改善に向けたコメントを含む形で提供する． 

3. 振り返り支援システムの機能 
多視点動画・同期再生システムには，（株）リコー

の開発した映像・音声データ等を記録・共有可能な

システム「CollaborativeLogger」を用いる．これは，

以下の特徴を持ち，図 3にその UI を示す． 

 多視点動画，視点情報，時間情報の蓄積 

 複数動画の単一Webブラウザ上での同期再生 

 外部からの時間及び視点指定による再生設定 

 

 

図 4 各システムの DBと連携の仕組み 

 

システムは，複数視点の動画を並べて表示でき，注

目すべき視点を拡大表示できる．ここで図 4 に示す

ように，本研究では moodle を用いて，Collaborative 

Logger と連携し，研修生のチェックテストの結果に

応じた研修映像の閲覧推薦システムを提案する． 

4. 閲覧推薦システム 
本研究での moodle では，テスト項目，改善時の注

目点をメタデータとして予め格納する．研修生のチ

ェックテストの未習熟箇所において，メタデータに

基づき CollaborativeLogger 上のタイムラインの特定

経過時間へのリンクを推薦する．また，指導者のコ

メントを蓄積し，タイムライン上にアノテーション

として表示されるようにする． 

5. まとめ 
 本研究では，スキル獲得を必要とする自己主体の

研修における，多視点動画収集・同期再生システム

を利用した振り返り支援システムを提案した．現在，

フィットネス測定者を研修対象に開発を行っている． 
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図 2 教材映像の撮影とシステム上での提供方法 
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